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北海道東部にみられる屈曲構造の形成時期

藤原嘉樹1)⑱金松敏也2)

1.はじめに

北海道の北東海域には千島海盆が,また南西には

日本海盆が位1直している.北海道はこれら二つの背

弧海盆の拡大に伴って古千島弧と古東北目本弧が接

合し現在の地体構造の枠組みができあがったと考え

られている.そのため北海道の地質系統には地質構

成,構造において多様な地質体がみられる.

北海道の基盤をなす中生界の地体構造は基本的に

は南北の帯状配列を示すが,釧路沖でその構造は急

転し根室半島では東北東一西南西の構造を示す.木

村(1990)は浜野ほか(1986),田中･内村(1986)の

古地磁気デｰタをもとに,この構造は初生的には東

西方向にあった地帯が屈曲して形成されたというモ

デルを提案をした.

我冷は,さらに広域的に一方地磁気測定を行ない,

上記の屈曲構造が形成された年代に関する新しい知

見を得たので以下に紹介する.

2.北海道東部中生界の構造区分

北海道に発達する中生界はいくつかの構造単元に

区分されているが,構成する地層区分や地質体の定

義に関しては,研究者によって意見の相違がみられ

る.ここでは君波ほか(1986)の提案に従い,北海

道東部を東から根室帯･常呂帯･日高帯と区分する

(第1図参照).これらの地質帯は白亜紀から前期

古第三紀まで存在した古千島島弧一海溝系周辺で形

成されたと考えられている.根室帯を構成する根室

層群は,タｰビダイト相が発達し古千島島弧一海溝

系の前弧海盆の堆積体であると考えられている.常

呂帯はチャｰト･石灰岩･緑色岩類からなる仁頃層

群と砕屑性堆積岩類からなる湧別層群,ならびに佐

呂間層群から構成される.これらは古千島島弧一海

溝系においてそれぞれ付加プリズム,海溝充填堆積

体,スロｰプベイスソの堆積体と考えれれている1

日高帯は白亜紀から古第三紀のタｰビダイト相およ

びメラソジ相のコンプレックスで,古千島島弧一海

溝系と古東北日本弧の会合域で形成されたと考えら

れている.

3.北海道東部白亜系一第三系の古地磁気方位

第1図に根室帯･常呂帯･目高帯のそれぞれの

地帯のシルトから泥サイズの堆積岩の磁化方位をま

とめて示した.根室半島では全層準通じてほぼ北向

きの磁化方位がみられる1これに対し,西側の根室

帯･常呂帯･目高帯からは時計まわりに回転した磁

化方位がみられる.我々は,この西側の中生界にみ

られる時計まわりの回転の構造運動の時期を知るた

め,北海道東部で白亜紀から古第三紀の地層がよく

しらぬか

発達している白糠丘陵地域において磁化方位の検討

をおこなった.

3.1白糠丘陵の古地磁気方位

白糠丘陵では後期マｰストリヒト期から中期始新

世(およそ47-70Ma)の根室層群を不整合に一,後期

始新世(およそ38Ma)の浅海から汽水性の浦幌層

群,最後期始新世から前期漸新世(およそ33-35

おんぺつ

Ma)の海成相の音別層群が累重する.根室層群から

浦幌層群の古地磁気方位には何回か磁極の反転が認

められ,正帯磁と逆帯磁の方向が反平行にたること

から初生的た磁化方位と考えられる.逆帯磁のもの

を正帯磁に置き換え平均の磁化方位を計算すると,

根室層群から浦幌層群の古地磁気方位の偏角が
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北海道東都の各地質帯に特徴的な古地磁気方位.NanayamaetaI.(1993)より引用.

78.0｡,伏角が56.0､なり大きく東偏を示した.一

方,音別層群の古地磁気方位は第2図に示したよ

うに逆帯磁を示したが,これを正帯磁に置き換えた

平均の偏角は1.O｡,伏角は58.6tほぼ北向きのもの

になった.

3.2新第三系の古地磁気方位

さらにより新しい時代の古地磁気方位を第2図

の右側に示した.これは白糠丘陵より北方の常呂帯

にある北見富士地域の新第三紀火山岩類ならびに火

山砕屑岩類の磁化方位を中新世および鮮新世に分け

て示したものである､いずれも古地磁気方位には回

転がみられず,音別層群形成以降(漸新世以降),中

新世一鮮新世を通して北海道東部には地塊の回転を

伴うような構造運動がなかったことを示凌してい

る.

4･古地磁気方位にみられる回転の意義

地塊の回転の議論は,球面上のある点を中心とし

た剛体の回転運動におきかえることができる.しか

地質ニュｰス478号�



北海道東部にみられる屈曲構造の形成時期

一47一

周閨

℀

第2図

會

､

�

音別層群

E回

η.

い･当

甲｡

Ω

プ

�

�����

冷

�

72Maタ

白糠丘陵に分布する音別層群(最後期始新世一前期漸新世)と北海道東部北見富士地域の新第三紀火山岩

類ならびに火山砕屑岩類の磁化方位.
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し実際は,古地磁気方位に認められる回転は断層運

動に伴った局所的な回転である可能性もある.たと

えば横ずれ断層帯では,断層帯中で地殻が小ブロッ

ク化し,横ずれ運動に伴ってブ目ックが局所的に回

転することも考えられる.ここに紹介した白糠丘陵

の磁化方位は,断層などによって隔たれた異なった

構造の地質体の情動補正のみで集中が最大となるの

で,断層･摺曲系は少なくとも偏角成分に大きな影

響を与えていないとの結論になる.すなわち白糠丘

陵にみられる古地磁気方位の変化は,局所的なもの

ではなく,地塊の時計まわりの回転が浦幌層群と音

別層群形成期の間に起こったことを示している.音

別層群から得た逆帯磁はクロン13R(36-35Ma)に

対比が可能であることから,回転運動の時期は,浦

幌層群から報告されている凝灰岩のフィショソ･ト

ラック年代も加味して,およそ38-35Maにおこっ

たと言うことができる.

5.古地磁気方位の変化の意義

第1図には根室帯の磁化方位のほかに常呂帯と

日高帯のものも示した.これらには回転量は違うが

白糠丘陵同様に時計まわりの回転がみられる.この

ことは白糠丘陵の根室帯,常呂帯と目高帯の一部が

系統的に時計まわりの回転をしたことを示唆してい

る.

すなわち,根室帯･常呂帯および日高帯の一部が
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構成していた古千島島弧一海溝系は,初生的に東西

方向にのびた構造であったが,その西縁部が屈曲

し,党かげ上大きく時計まわりに回転し,屈曲構造

が形成されたと考えられる･その復元図を第3図

に示す.

北海道東部では根室帯･常呂帯･日高帯が基盤と

なっていて,これらの構造方向は,ブｰゲｰ重力異

常でみられるように,根室半島周辺では千島海溝と

ほぼ平行た東北東一西南西を示すが,釧路沖で急転

し白糠丘陵付近では南北～北北東一南南東の構造に

変化する.このような急激な構造の変化は,上に述

べた屈曲構造運動によってもたらされたと考えると

うまく説明できる.

さて,ではこの北海道東部中生界に認められる屈

菌構造はどのように形成されたのだろうか?小松

ほか(1990)は北見地域の堆積相の変遷から漸新世

前期に千島海盆が形成されだとしている.すなわち

不淘汰れき岩に伴い火成岩が産出し,その後,後期

漸新世より珪質頁岩が北海道東部に広く形成されだ

といった堆積相の変遷は,縁海拡大に先立つ引張応

力場でホルスト･グラｰベソが形成され,堆積盆が

深海化していったことを意味する.ホルスト･グラ

ｰベソの形成された年代は,古地磁気にみられる回

転の時期に近いことから,屈曲運動は千島海盆の拡

大に伴って起こったと考えることができる.すなわ

ち白亜紀後期には千島海盆はまだ存在せず,古千島

弧は現在の千島海盆の北縁に位置していた.古第三�
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第3図北海道東都における白亜紀末以降の構造発達史

を示すモデル.Nanayamaeta1･(ユ993)より引用･

紀に千島海盆が拡大したことにより,古千島弧全体

は南に移動したが,その西縁のブロックはユｰラ!

アプレｰトとの境界で横ずれを起こし,党かげ上時

計まわりの回転をしたと説明できる.

北海道東部にみられる古地磁気方位の変化は,日

本海の拡大によって起こったとされる西南北海道一

東北日本一西南日本とは大きく異たり,古第三紀に

大きな変化がみられる.これは千島海盆の形成に関

連した構造運動によって起こった可能性がある.
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